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郷育カレッジ運営委員
会は、開校からの 10
周年を記念してこれか
らの 10 年をさらに発
展、深化していくため
の取り組みについて、
平成 25 年 7 月に宣言
書としてまとめました。
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郷育カレッジでは、学校とは違う人たちに
出会えます。折り紙など、大人の人に教え
てあげることもありますし「これをしなさい」
でも「全部やってくれる」でもないところや、
自分でやりたいことを見つけて、子どもだ
けでも参加できるところが良いなと思いま
す。たくさんの授業を受けてきましたが、
いつか藍染めに挑戦してみたいです。
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郷育カレッジが、23 年目を迎えた理
由を考えたときに、一つは毎年 100
人前後増加している新規カレッジ生の
「福津のことをもっと知りたい」という
好奇心に支えられてきたことが大きい
ですね。また、地域素材の掘り起こ
しにおいて実行委員の努力や事務局
の支えがあり、そして何より「地域の
ひと・もの・ことを掘り起こす」その
軸がブレなかったこと。これが最も重
要な要因であったと考えています。近
年では、インターネットを介した取り
組みや CS（コミュニティスクール）、
防災教育に力を入れていて、つなが
りを深めています。子どもたちにも人
生の先輩の知恵を伝えていく良いきっ
かけになればと思いますし、大人に
なっても「リカレント教育」といった学
びの振り返りというものがあります。私
自身も 40 代で、もう一度学び直した
いという転機がありました。自分の知っ
ていることを新しい観点から学び直す
こと、それがその後の生き方にも重
なっていきます。郷育カレッジは、福
津市独自の循環型の生涯学習という
表現をしていますが「福津市のことで
学ぶ」ということが大事なキーワードで
す。地域のことを地域の人が学び伝
えていくことに意義があります。それ
が、郷育カレッジが地域で育ててもら
える大きな礎になるはずです。

郷育カレッジ 学長

成清鉄男さん

日々の
郷育カレッジ
の取り組みは
こちらから
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❶九州大学アクアフィールド科学研究室の学生から教わる「玄界灘の生き物にふれてみよう」
❷市内の神社にある絵馬に込められた遠い祖先の思いを感じる「福津の絵馬を見てみよう」
❸宗像大社などを見学して古代の足跡を辿る「宗像の歴史めぐり（宗像大社編）」
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